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第
４
師
団
長
感
謝
状
を
伝
達

本部長から伝達を受ける江口様

「陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊

巡
回
演
奏
会
ｉ
ｎ
佐
賀
」

参加者全員での記念撮影

佐
賀
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
古
賀
1
等
陸

佐
）
は
、
4
月
18
日
（
日
）
、
佐
賀
市
文
化
会
館
に

お
い
て
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊
巡
回
演
奏
会

ｉ
ｎ
佐
賀
を
実
施
し
、
訪
れ
た
約
六
百
名
の
来
場
者

を
魅
了
し
た
。

今
回
の
演
奏
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
あ
っ
た

た
め
、
来
場
者
数
や
演
奏
時
間
の
制
限
、
全
席
指
定

に
よ
る
配
席
、
確
実
な
手
指
の
消
毒
等
を
施
す
な
ど

万
全
の
対
策
の
中
で
実
施
し
、
来
場
者
の
方
々
は
安

心
し
て
西
部
方
面
音
楽
隊
の
迫
力
あ
る
演
奏
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
ま
た
、
佐
賀
地
本
親
善
大
使

で
、
ダ
ン
サ
ー
の
城
月
り
お
な
さ
ん
が
曲
に
合
わ
せ

た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
佐
賀

県
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
で
あ
る
「
風
は
み
ら
い
色
」

を
演
奏
す
る
等
、
充
実
し
た
内
容
に
来
場
者
の
方
々

は
と
て
も
満
足
さ
れ
た
様
子
で
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
ひ
と
と
き
の
癒
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
久
し
ぶ
り
に
心
が
高
揚
し
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。地

本
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
、
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
、
県
民
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
事
は
と
て
も
喜
ば
し
い
事
で
あ

り
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
自
衛

隊
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
き
た
い
。

佐賀地本親善大使の城月りおなさん

ソーシャルディスタンスを施した観客席の様子

迫力ある演奏を披露した西部方面音楽隊

ダンスを披露した城月りおなさん

「風はみらい色」を熱唱する西部方面音楽隊員

佐
賀
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
古
賀
１
等
陸
佐
）

は
、
６
月
16
日
（
水
）
、
佐
賀
地
本
本
部
庁
舎
に
お
い

て
、
令
和
３
年
度
第
４
師
団
長
感
謝
状
（
一
般
功
労
）

の
伝
達
を
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
い
、
感
謝

状
贈
呈
式
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
本
部
長
が
師
団
長

に
代
わ
り
伝
達
を
、
併
せ
て
、
全
国
防
衛
協
会
連
合
会

会
長
表
彰
の
伝
達
を
佐
賀
県
防
衛
協
会
会
長
が
行
っ
た
。

伝
達
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
参
加
人
員
を
制
限
し
て
、
本
年
４
月
に
就
任
さ
れ

た
佐
賀
県
防
衛
協
会
会
長
の
陣
内
様
を
は
じ
め
、
同
副

会
長
、
事
務
局
次
長
、
女
性
部
会
会
長
等
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
厳
粛
な
中
で
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
た
。

古
賀
本
部
長
か
ら
「
各
協
力
諸
団
体
の
お
力
添
え
、

国
民
・
県
民
の
信
頼
が
必
要
で
あ
り
、
日
頃
の
御
協
力
、

御
支
援
に
感
謝
致
し
ま
す
。
」
等
の
お
礼
の
言
葉
を
、

佐
賀
県
防
衛
協
会
会
長
か
ら
は
「
自
衛
隊
の
活
躍
の
根

源
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
な
か
な
か
報
じ
ら
れ
な
い
日
々

の
厳
し
い
訓
練
に
あ
り
、
そ
れ
は
皆
様
が
防
衛
協
会
の

活
動
の
中
で
確
認
さ
れ
広
く
広
報
さ
れ
て
お
り
、
敬
意

を
表
し
ま
す
。
」
と
の
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
い
た
。

受
賞
さ
れ
た
、
女
性
部
会
の
江
口
様
、
佐
藤
様
か
ら

は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
変
な
時
に
、
こ
の
よ
う
な

形
で
お
祝
い
を
頂
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
微
力

な
が
ら
防
衛
基
盤
の
育
成
に
貢
献
致
し
ま
す
。
」
と
の

お
言
葉
を
頂
い
た
。

総
務
課
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佐賀地方協力本部

色々な活動状況やイベントの告知と試験案内を配信してします。

下のＱＲコードから！！！

採 用 案 内

種 目 資 格
受付期間

（締切日着）
試験期日 合格発表

入隊時期（入
校時期）

待遇・その他

自 衛 官 候 補 生

18歳以上33歳未満の者（32歳
の者は、採用予定月の１日か
ら起算して３月に達する日の
翌月の末日現在、33歳に達し
ていない者）

年間を通じて行って
おります。

受付時にお知らせします。 試験時にお知らせします。

令和４年３月下旬～
４月上旬
※上記の他に設定す
る場合があります。

所要の教育を経て、３か月後に２等陸・海・空士に任用陸上(技術
系を除く。)は１年９か月、陸上(技術系)・海上・航空は
２年９か月を１任期として任用（以降２年を１任期）

一 般 曹 候 補 生 18歳以上33歳未満の者（32歳
の者は、採用予定月の末日現
在、33歳に達していない者）

７月１日～９月６日
１次：９月16日～19日
２次：10月９日～24日
※いずれか１日を指定されます。

１次：10月４日
最終：11月16日

令和４年３月下旬～
４月上旬
※上記の他に設定す
る場合があります。

入隊後２年９か月経過以降選考により３等陸・海・空

航 空 学 生 海：18歳以上23歳未満の者(高
卒者(見込含)又は高専３年次
修了者(見込含)
空：18歳以上21歳未満の者(高
卒者(見込含)又は高専３年次
修了者(見込含)

７月１日～９月９日

１次：９月20日
２次：10月16日～21日
３次：(海)11月19日～12月15日

(空)11月13日～12月16日

１次：10月８日
２次：(海)11月10日

(空)11月15日
最終：令和４年１月18日

令和４年３月下旬
～４月上旬

入隊後約６年で３等海・空尉

陸 上 自 衛 隊
高等工科学校
生 徒

推 薦

男子で中卒(見込含)17歳未満
の成績優秀かつ生徒会活動等
に顕著な実績を修め、学校長
が推薦できる者

11月１日～12月３日
令和４年１月８日～11日
※いずれか１日を指定されます。

令和４年１月20日

令和４年４月上旬 修学年限３年卒業後は陸士長、卒業後約１年で３等陸曹

一 般 男子で中卒(見込含)17歳未満
の者

11月１日～令和４年
１月14日

１次：令和４年１月22日・23日
２次：令和４年２月３日～６日
※いずれか１日を指定されます。

１次：令和４年１月28日
最終：令和４年２月17日

防衛大学校学生

推 薦

18歳以上21歳未満の者高卒(見
込含)又は高専３年次修了(見
込含)で成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、学
校長が推薦できる者 ９月５日～10日

９月25日・26日 10月29日

令和４年４月上旬
修学年限４年卒業後約１年で３等陸・空・海尉

総 合
選 抜 18歳以上21歳未満の者(自衛官

は23歳未満)高卒者(見込含)又
は高専３年次修了者(見込含)

１次：９月25日
２次：10月30日・31日

１次：10月15日
最終：11月24日

一 般 ７月１日～10月27日
１次：11月６日・７日
２次：12月７日・11日

１次： 11月12日
最終：令和４年２月17日

唐
津
所

唐
津
出
張
所
は
、
５
月
16
日
（
日
）
、
唐
津
市
近
代
図

書
館
に
お
い
て
、
公
安
系
合
同
説
明
会
を
実
施
し
た
。

今
回
で
５
回
目
と
な
る
本
説
明
会
は
、
唐
津
地
区
に
所

在
す
る
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
部
及
び
自
衛
隊
が
合
同

で
開
催
し
て
い
る
。

開
催
当
日
は
、
高
校
生
や
社
会
人
等
、
多
く
の
来
場
が

あ
り
、
各
説
明
会
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
内
容
、

採
用
試
験
日
程
等
の
説
明
を
実
施
し
た
。

自
衛
隊
の
説
明
会
に
お
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊
の
補
給

艦
「
お
う
み
」
か
ら
臨
時
勤
務
中
の
宮
田
海
士
長
及
び
唐

津
出
張
所
の
所
員
が
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
や
日
頃
の
活
動
内
容
及
び
自
身
の
経
験
談
を
交
え
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
説
明
し
た
。

唐
津
出
張
所
は
、
「
今
回
の
説
明
会
以
外
に
も
商
業
施

設
や
駅
等
に
お
い
て
継
続
的
に
説
明
会
を
開
催
し
、
募
集

広
報
を
実
施
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

自衛隊ブースで社会人に対する説明

宮田海士長（臨時勤務）による体験談等（写真右）

公
安
系
合
同
説
明
会



募
集
課

佐
賀
地
本
は
、
４
月
17
日
（
土
）
、
目
達
原
駐
屯
地

に
お
い
て
、
同
駐
屯
地
医
務
室
の
支
援
を
受
け
、
令

和
３
年
度
第
1
回
自
衛
官
候
補
生
及
び
第
１
回
予
備

自
衛
官
補
（
一
般
）
採
用
試
験
を
実
施
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
は
、
任
期
制
自
衛
官
で
あ
り
、
任

期
満
了
時
に
進
路
の
選
択
と
し
て
、
自
衛
官
の
任
期

継
続
、
民
間
企
業
へ
の
就
職
、
ま
た
、
進
学
を
す
る

際
は
一
定
の
条
件
は
あ
る
が
、
学
費
の
補
助
制
度
を

活
用
で
き
る
等
、
魅
力
あ
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
に
つ
い
て
は
、

採
用
後
50
日
間
の
教
育
・
訓
練
を
経
て
予
備
自
衛
官

と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
あ
る
。

当
日
の
受
験
者
は
男
女
13
名
（
自
衛
官
候
補
生
11

名
、
予
備
自
衛
官
補
２
名
）
で
あ
り
、
緊
張
感
漂
う

な
か
一
生
懸
命
に
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
及
び
身
体

検
査
に
臨
み
、
最
後
ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

地
本
と
し
て
、
今
年
度
も
各
種
目
募
集
・
採
用
業

務
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
３
年
度
自
衛
官
等

採
用
試
験
開
始

受験中の受験生

試験説明を受ける受験生

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
４
月
25
日
（
日
）
、
本
部
会

議
室
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
第
１
回
予
備
自
衛
官
１
日

間
招
集
訓
練
を
実
施
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
採
用
し
た
３
名

を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
策
の
万
全

な
態
勢
の
も
と
実
施
し
た
。

担
任
官
で
あ
る
古
賀
本
部
長
は
、
訓
示
に
お
い
て
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
の
使
命
感
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

招
集
訓
練
出
頭
の
際
の
不
安
を
払
拭
さ
せ
、
所
定
の
招
集

訓
練
へ
の
出
頭
を
促
し
た
。

自
衛
隊
を
退
職
し
て
１
年
未
満
で
予
備
自
衛
官
に
採
用

さ
れ
た
場
合
、
初
年
度
の
出
頭
は
地
方
協
力
本
部
で
実
施

す
る
１
日
間
訓
練
の
み
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
新
し
い
仕

事
や
新
し
い
職
場
環
境
に
慣
れ
る
時
間
を
十
分
に
取
る
こ

と
で
、
翌
年
度
以
降
の
５
日
間
招
集
訓
練
出
頭
に
向
け
た

準
備
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
予
備
自
衛
官
は
緊
張
し
た
面
持
ち

な
が
ら
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

地
本
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し
て
予
備
自
衛
官
等
を
募

集
し
て
い
き
た
い
。

援
護
課

新規採用予備自衛官に対する本部長訓示

予備自衛官制度の説明

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
６
月
４
日
（
金
）
か
ら
同
月

８
日
（
火
）
ま
で
の
間

、
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
西

部
方
面
後
方
支
援
隊
が
担
任
す
る
令
和
３
年
度
第
１
次
予

備
自
衛
官
５
日
間
招
集
訓
練
の
受
入
れ
等
を
支
援
し
た
。

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
感
染
防
止
策
を

講
じ
る
中
で
の
招
集
訓
練
に
78
名
の
予
備
自
衛
官
が
参
加

し
た
。

訓
練
参
加
者
は
、
武
器
訓
練
、
体
力
検
定
、
射
撃
検
定

等
、
各
種
訓
練
に
積
極
的
か
つ
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

ま
た
、
今
回
の
訓
練
参
加
者
の
中
に
、
任
期
満
了
を
迎

え
る
３
名
と
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
５
年
間
勤
務
さ
れ
た

１
名
の
計
４
名
の
方
々
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
勤
続
を
称

え
て
、
表
彰
状
等
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

地
本
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
予
備
自
衛
官
が
安
心
か

つ
精
力
的
に
招
集
訓
練
に
出
頭
で
き
る
環
境
を
保
っ
て
い

き
た
い
。

表彰受賞者及び訓練参加者との記念撮影

援
護
課

真剣なまなざしでの射撃予習

令
和
３
年
度
第
１
次
予
備
自
衛
官

５
日
間
招
集
訓
練

令
和
３
年
度
第
１
回
予
備
自
衛
官

１
日
間
招
集
訓
練



鳥
栖
所

佐
賀
所

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
６
月
13
日
（
日
）
、
鳥
栖

及
び
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組
合
の
施
設
に
お
い
て
、

警
察
・
消
防
・
刑
務
及
び
自
衛
隊
と
の
「
合
同
職
業

説
明
会
」
を
実
施
し
た
。

説
明
会
の
開
催
に
当
た
り
、
目
達
原
駐
屯
地
九
州

補
給
処
か
ら
鳥
栖
市
出
身
の
石
丸
１
等
陸
士
の
支
援

を
受
け
、
参
加
者
へ
の
説
明
に
お
い
て
、
会
話
を
弾

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
高
校
生
、
短
期
大
学
生
、
大

学
生
及
び
社
会
人
、
ま
た
保
護
者
等
、
多
く
の
方
々

に
来
場
い
た
だ
い
た
。

説
明
会
に
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
説
明
が
具
体
的

で
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
、
「
陸
・
海
・
空
と
も
沢

山
の
職
種
・
職
域
が
あ
り
、
働
き
甲
斐
が
あ
り
そ

う
」
等
の
興
味
を
示
す
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
、
公
安
系
の
合
同

職
業
説
明
会
を
継
続
的
に
実
施
し
て
、
数
多
く
の

方
々
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
」
と
し
て

い
る
。

高校生とその母親に説明をする石丸１士（写真左）

広報官による丁寧な説明の様子
（受験予定者のご両親） （母親と高校生）

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
４
月
８
日
（
木
）
、
令
和
３
年

度
募
集
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
ず
、
手
始
め
と
し
て
、
佐
賀
駅
前
に
お
い
て
、
所
員

全
員
が
制
服
・
戦
闘
服
を
身
に
ま
と
い
、
募
集
チ
ラ
シ
・

募
集
グ
ッ
ズ
配
り
を
実
施
し
、
自
衛
隊
の
存
在
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
募
集
対
象
者
等
へ
４
月
10
日
か
ら
開

始
し
て
い
る
募
集
相
談
会
へ
の
参
加
を
促
し
た
。

こ
の
募
集
相
談
会
は
、
所
員
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、

４
月
か
ら
９
月
統
一
期
ま
で
の
間
、
土
日
を
含
め
て
毎
日
、

案
内
所
に
お
い
て
、
来
所
者
に
対
す
る
相
談
・
説
明
会
を

実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
常
に
案
内
所
を
開
放
し
、

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
広
報
官
の
思
い
か
ら

開
始
し
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
毎
月
２
回
、
佐
賀
駅
周
辺
に
お
い
て
募
集

グ
ッ
ズ
配
り
等
を
行
い
、
説
明
会
の
実
施
及
び
自
衛
隊
の

存
在
を
佐
賀
市
民
に
対
し
認
知
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
「
令
和
３
年
度
も
案
内
所
目
標

の
達
成
は
最
低
限
と
し
て
、
本
部
目
標
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
よ
う
積
極
的
に
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
く
」
と
し
て

い
る
。

募集対象者等への声掛け

募集対象者等との懇談（笑）

学
校
説
明
会
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ

武
雄
所

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
６
月
14
日(

月)

、
敬
徳
高
校
に

お
い
て
学
校
説
明
会
を
実
施
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
敬
徳
高
校
の
ご
厚
意
に
よ
り
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
に
お
い
て
も
３
年
生

を
対
象
に
自
衛
隊
の
説
明
を
行
っ
た
。

特
に
、
説
明
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
臨
時
勤
務
者
及
び

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
リ
ク
ル
ー
タ
ー
に
よ
る
、
部
隊
で
の
体

験
談
の
紹
介
の
反
響
は
大
き
く
、
説
明
終
了
後
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
、
約
７
割
の
生
徒
が
先

輩
の
体
験
談
が
一
番
興
味
深
か
っ
た
と
回
答
す
る
結
果
と

な
り
、
同
世
代
で
あ
る
臨
時
勤
務
者
と
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・

リ
ク
ル
ー
タ
ー
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
痛
感
し
た
説
明
会

と
な
っ
た
。

武
雄
所
は
、
「
今
後
も
臨
時
勤
務
等
を
活
用
し
た
学
校

説
明
会
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
の
周
知
理
解
を
図
る
と
と
も

に
、
積
極
的
な
募
集
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

ハイリク（写真左）と臨時勤務者（写真中央）
で交互に自衛隊の説明

体験談等を話す臨時勤務の吉村１海士

令
和
３
年
度
募
集
広
報
業
務
を

佐
賀
駅
前
で
実
施

合
同
職
業
説
明
会


